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３０- ５３ 小学校 図画工作 図画工作 ５・６年
の൪߸ɾུশऀߦൃ˞ ߸ɾ൪߸هՊॻのڭ˞ Պॻ໊ڭ˞

１１６ 日文 図工 ５０３
図工 ５０４

図画工作５・６上 見つめて 広げて
図画工作５・６下 見つめて 広げて

子どもたちがもつ創造力を，より豊かなものにするために
มԽがܹしく༧ଌࠔ೉な現୅社会では，自ら՝題を発見し，ޡࡨߦࢼしながらղܾ方๏を୳し，他者とڠಇし

て৽たなՁ஋を૑造することがٻめられています。
図画工作科のतۀでは，ಉ༷のことを，形や色を用いてߦっています。目やखだけでなくશ身を使ってର৅に

৮れ感じながら表したいことを見෇け，ࢼしながら表し方を୳し，自෼にとって意ຯやՁ஋あるものをつくりだ
す 。これらを܁りฦしながら，子どもたちは資質・能力をಇかせています。

ຊ教科書は，資質・能力を育Ήݪ動力となるʮ感じる・ためす・つくりだすʯをجຊ方਑に掲げて
ฤमに取り૊みました。

̍ɽ編修ͷجຊํ਑

感ੑや想像ྗをҭΉ

ࣦഊをڪれͣ
行するྗをҭΉࢼ

৽しいՁ஋を
૑଄するྗをҭΉ

感じる
ʙ ໘നい！いいこと考えた！

つくりだす
ʙ できた！見て見て！

ためす
ʙ 思いついた！やってみよう！

知識及び技能

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

1
ຊํ਑ج

2
ຊํ਑ج
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に͗ったචを
たたいてΈよう。

๽とਫでどんな形や৭が
。つかるかなݟ

ਫをぬった্に๽をஔ
くと
。

形をॏͶると
。

๽と水だ͚で た
くさんの色がで
きるんだね。用
۩の࢖いํもい
ろいろͦࢼう。

ච先の形を変えると。

● 3 ページで構੒し，インύク
トがあるͩけでなく，͡ っ
くり見たくなるϨイア΢ト
で様々なؾ付きを促します。
また，対話のఏҊが，ؾ付
きと学びを深めていきます。

● 5・6 下では，աڈから現ࡏ
まで人間が様々な想૾を広
げてきたことを示し，造形
的な見方・考え方を働かせ
た表現の多様なよさを伝え
ています。

感じる：感ੑや想像ྗをҭΉ

▲ 5・6 下 p.2-4 教科書美術館「想像するྗ」

਎のճりを଄形的なํݟでଊ͑るྗを育Έ·す
⇒ 身ۙなものから美術作品まで多༷なʮ形や色ʯに出合うページʮ教科書美術館ʯを設けています。

ଟ༷なํ͡ײをଚॏするଶ౓を育Έ·す
⇒ ༑だちとのର࿩的な学びの場面を๛෋に掲載しています。

1

2

3

。覚を大੾にした題材を設定していますײ学年においても材料や用具を使うߴ●

●対話しながら想૾を広げたり，思いを伝え合ったりする৔໘を掲載し，活動தの対話をॏࢹしています。

▲ 5・6 上 p.40-41「ফしてか͘」

▲ 5・6 上 p.16-17「カードを使って」 ▲ 5・6 上 p.12-13「のͧいてみると」

面白い！
いいこと
考えた！

●表情๛かな情景写真や作
品例が，子どもたちの学
びへの意ཉをߴめます。

に働きかける題材で，ओମ的な学びを実現し·すੑײ
⇒ ັ力的なࣸਅや作品が，子どもたちのʮやってみたいʯをҾき出します。

1
ຊํ਑ج

◀ 5・6 下 p.10-11
「๽とਫから広がるੈք」

どこがおもしろい
とࢥったの。

ෆٞࢥなもよう

さんできたͶ。

この૊Έ߹わせが
すてきͩͶ。

ここからޫをೖれる
ようにしたんͩよ。

おくのํがޫってい
るײじになるんͩͶ。

ぽたっとམͪた๽，すうっとにじんͩ形。
ਫと࿨紙にग़߹ったしΎんؒに，๽がಈきग़す。
気࣋ͪのままに手をಈかし，ମのϦζϜに৐せてかいていこう。

ΰールσン・スϐϦッτ

人間には，現実にあるものや起こったことをもとにしながら，ないもの

や見えないものを想像する力があります。そして，想像したものに形や

色をあたえることができます。そうして表されたものは，見る人の想像

する力にも働きかけます。想像を広げながら作品を見て，感じたことや

思ったことを話し合いましょう。

༑ͩͪとΧーυをݟながら࿩し߹おう。

のΧーυがたく



ԣにするのと
たてにするので
は，ͪ がうもの
にݟえるな。

まった形をいろいろなݻ
。てΈようݟきから޲

まいた形をの
͹してアーチ
にしたよ。

形を変えながら考えよう。
そしてまた形を変えてΈよう。

5・6 上 p.30-31▶
「立ち上がれ！
ワイヤーアート」

▼ 5・6 下 p.28-29「ݻ·った形から」

2
ຊํ਑ج

し，౴͑を୳しग़すྗを育Έ·すߟしながΒ思ߦࢼ
⇒ 発達の段階に合った材料を使い，つくりかえながら考えることを大切にした題材を഑ஔしています。

ൃ૝のώンτが，ʮためすʯをଅし·す
⇒ ʮためすʯためのキーワードや，発想のヒントを示しています。

ʮためすʯを支͑るٕೳのૅجを育Έ·す
⇒ 巻末の 8 ページに，材料や用具についての特設ページʮ使ってみよう 材料と用具ʯを設けています。

1

2

3

●発想のώントを伝えたり，
学びを促したりするΩϟラ
クλーを，全ての題材に配
ஔしています。

▲ 5・6 上 p.58-65 5・6 下 p.56-63 ▲

ためすɿࣦഊをڪれͣࢼ行するྗ をҭΉ

▲ 5・6 下 p.34-35 ひらめきポケット「見る」形や色のੈքを͛޿る 
ちろたん

●材料や用具の安全な使い
方について，これまでҎ
上に丁寧に分かりやすく
示しています。

●表現や材料の多様さにつ
いて，大きな図൛で示し，

「ためす」意ཉをߴめら
れるよう工夫しています。

● 形をมえやすく，かつखԠえのある਑ۚが，ߴ学
年の子どもの「ためす」を促します。

● 実際に৮れてࢼして考える様子は，子どもたちに安
心ײと，自分もやってみようという意ཉを༩えます。

思いついた！
やってみよう！

● 5・6 下では，「見る」をテーϚに，ࢹ఺を
มえることで見えてくる形や色を掲載して
います。見方をࢼすことが，新しい形や色
を見付けることや，自分の発想につながっ
ていきます。
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๽にࠞͥるਫのྔに
よって こさが変わる。

๽でかいたところにਫをつけたり ਫを;くま
せた紙に๽をたらしたりする。ਫのྔやつけ
るճ਺によって ͪがった表ݱができる。

චに;くませる๽のྔ
をগなくしたり ੎い
よくචをಈかしたりす
ると かすれる。

いΖいΖな表しํ
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はの޲き औりつけํ

曲ઢを切る

֯でճして切る

を切り͵くܗ

ίのࣈʹ切る

ԁを切る

はは手前に޲け
てԼ޲きになる
ように෇ける は
の্Լの޲きを
ؒͪがえないよ
うにする

はのԼଆには 切
りޱをきれいに
するためのฦし
͹がついている

ௐ੔ϊϒ

্෦しめ۩

は

Լ෦しめ۩

板おさえ

Լ෦しめ۩

は

ௐ੔ϊϒ

্෦しめ۩

はを෇けかえて
いる時や 使い
ऴわったޙは
必ͣプラάをぬ
いておく

ંれたはは ܾ
められた৔ॴに
まとめてすてる

ਖ਼面にཱͪ 両手で板をしっかりおさえて
切る

板おさえを 板のあつΈに߹わせて
ௐઅしݻఆしたら ిげんをೖれる

両手で板をΏっくり
ӈにಈかしながらࠨ
切る

かた手でԁのத৺を
おさえ もう ํの
手でΏっくり板をճ
しながら切る
ಈかしやすいํにճ
そう

⁞ の ௚ ઢ を 切 り
いったんはをぬく
 の֯まで切りਐ
めたら ֯をத৺に
Ώっくり�� ճして
切る

֯まで切りਐめたら
はのҐஔを֯からಈ
かさͣに 板ͩけを
Ώっくりճしํ޲を
変えて切る

両手で板をΏっくり前におしग़して切る
はがつͶにࣗ෼のਖ਼面にくるようにする

切り࢝めのҐஔにきりであなをあける ্෦しめ۩を֎して あけたあなにはを௨す 切る

্ଆ

Լଆ
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いΖいΖな切りํ

ಈࢳの ͗り

はのऔりつけํ
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の޲きをたしかめてԼ෦しめ۩にࠩ
しこΈ，ݻఆする。ฦし͹は，̍ʙ̎こ
テーϒルの্にग़す。

ௐ੔ϊϒをおし，Լげて，は
4

の্ଆを্
෦しめ۩にࠩしこΈ，ݻఆする。ௐ੔ϊ
ϒからΏっくりと手を์す。
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のԼଆには，切
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するためのฦし
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্ଆ

Լଆ

4 4

44

4

6160

4テーϒル



Ӻでの΁きըϓϩジΣΫτʦઍ
ͪ
༿
͹
ʧࢢ

17

࿩し合っていたΒ，ࣗ ෼とは͕ͪ͏༑
ͩͪのํݟを，͓ もしΖいとײじたΑɻ

ྉにさΘりながらࡐ
えΑうߟ

たしかΊながらͭ͘ってい う

でޙಈの׆
えてΈΑうߟ

形や৭のੈքを޿げる
ͪろたん

ਤը޻作は じるײ とや૝ぞうする と
をେ切にしながら 形や৭を使ってࣗ෼
やࣾձ ࣗવをݟつめ 考え 表す とを
௨して ৽しいࣗ෼の気࣋ͪや いをݟ
つけるための時ؒです

ࣸਅや作品は

のώϯτです �

つけたりݟ く;͏したり͢る と

じたりײ えたり͢るߟ と

ಈのதで׆ ָしんで͢る と

ಓಙとの

ͭながり

ͭ͘ったり見たりしながら

ࣗ෼の

の͹してい う

を

൘ʹはࠇ つの学शの�
Ί͋て͕ॻ͔Εていま͢ɻ

形や色のಛͪΐう
を͚ͭݟながら
ಈしよう׆

ֶΜͩ とをੜかして ৽しい形や色を
見ͭけΑう

いいなと思った とを఻え合͓う

ਤը工࡞をはじΊΑ͏

ࣸਅや作品は

のώϯτです。�

▲ 5・6 上 p.5-7 ΦϦΤϯςーγϣϯ

3
ຊํ਑ج つくりだすɿ৽しいՁ஋を૑଄するྗ をҭΉ

ओମ的に目ඪをݟ付け，૑଄活動にऔり૊Ήଶ౓を育Έ·す
⇒ 図画工作科の目ඪや見方・考え方，大切にしてほしいことを෼かりやすく示しています。

1
●「造形的な見方・考え方」について子どもたちと共有するとともに，教科ॻの図൛は

ώントであり，自分の力で૑造していくことの大੾さを伝えています。

…知識及び技能

…学びに向かう力，人間性等（活動のೖޱ）

…学びに向かう力，人間性等（活動のޙで）

…思考力・判断力・表現力等

●学習指導要領の各学
年の目標を基にࡾつの
学習のめあてを設定し
ています。「学びに向
かう力，人間性等」に
ついては，活動のೖޱ
と活動ޙのೋつを関連
させて示しています。

できた！
見て見て！

ָしく๛かな生活を૑଄するଶ౓を育Έ·す
⇒ 図画工作で学んだことを生活や社会で生かしたり，つないだりする事例を掲載しています。

学年の子どもにとってߴ●
身近な社会である地域で，
地域の人に働きかけ，図画
工作で学Μͩことや身に付
けたことを生かしている活
動を঺հしています。

●全学年にわたって，つくっ
たものをՈఉなどで大੾
にする様子を掲載し，学
びが生活に結び付いてい
ることを示しています。

▲ 5・6 上 p.54-55 図画工作のつながり ひろがり「地いきとつながる」

学びをৼりฦり，৽しい学び΁と生かすྗを育Έ·す
⇒ 学びを連続͞せるため，ʮ活動のޙでʯや小中接続ページを設ఆしています。

3

2

▲ 5・6 上 p.16-17「カードを使って」

●各題材のޙ࠷には，「活動のޙで」を設けて
います。学習指導要領の改訂の趣旨を踏ま
え，学びを振り返り，次の学びへと向かう意
ཉをもつことができるようにしています。

● 5・6 下では，小学ߍで学Μできたことを振り返り，確かめるペー
ジを設けました。これまでのݧܦやମݧを振り返り，何を学Μ
できたのか考え，話し合うことができるページになっています。

▲ 5・6 下 p.64-65 খத઀ଓϖージ

▲ 5・6 上 p.24-25「使ってָしいমき෺」

ຽՈԂアーτϓϩジΣΫτ
（ϤίϋϚτϦΤンφーϨ�����

Ԡ
͓͏
えんϓϩάラム）ʦԣ

Αこ
඿
はま
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つけたり，く;͏したり͢ることɻݟ

えたり͢ることɻߟ，じたりײ

ָ，ಈのதで׆ しんで͢ることɻ

でޙಈの׆
。えてΈΑうߟ

தֶੜになるあなた΁

あなたは，ਤը޻作の時ؒに，たくさんのことをֶびました。
ࣗ෼のମと৺で，ײじ，考え，૝૾し，Կ度もࢼしながら，
そして，ࣦ ഊをくりฦし，৐りこえながら
ࣗ෼ͩけの形や৭やΠϝージをつくりͩしました。

ࣗ෼の，༑ͩͪの，そして，ੈ քの
いろいろなおもしろさやよさやඒしさを
৺のதにਂくきざΈました。

けれども，ਤը޻作の時ؒは，これでऴわりではありません。
あなたは，形と৭とΠϝージを௨して，さらにେきなੈքに
。かってӋ͹たいていきます޲

தֶੜになっても，େਓになっても，
つくりͩすتび，ਓやࣾձとかかわるتび，
ࣗવやจ化のおもしろさやよさやඒしさを
，びをわすれͣにتじとるײ
৽しいࣗ෼と，ະདྷを，つくりͩしてくͩさい。

ҰਓҰਓがݩ気な気࣋ͪやϫクϫクする気࣋ͪをֆに表し，େֶ
ੜに手఻ってもらいながら，Ӻの௨࿏をआりて，లࣔしました。な
ら΂てΈると，௨りಓが໌るくなったようにײじました。

これまでのਤը޻作の׆ಈを
;りかえって，ֶ んͩことやײ
じたことを࿩し߹ってΈよう。

6564



教育جຊ๏ୈ 2 ৚に示͞れている教育の目ඪを達੒し，教育جຊ๏の考えが教科書શମにߦき౉るように，題材の
設ఆや作品，ࣸਅのબ୒，จষ表現などについてे෼に഑ྀしました。

2. 対照表

੒・಺༰ߏ 特にҙΛ用いた఺や特色 Օ ॴ

ΦリΤンςʔγϣン
ҰਓҰਓのՁ஋をଚॏし，ͦのೳྗを৳͹し，૑造ੑをഓうことができる
よう，図画工作科の目標を共有するページを設けました。ʢୈ � ߸ʣ

�・� ্ Q����
�・� Լ Q����

୊材ϖʔジ

表現や鑑賞の全׆ಈにおいて，美しいものや༏Εたものに৮Ε，๛かな情
ૢとಓಙ৺をཆうことのできる題材を掲載しています。
また，ମ全ମを使った׆ಈをଟく取りೖΕ，݈やかな਎ମをཆう題材を掲
載しています。ʢୈ � ߸ʣ

શ ൠ

様ʑな作品ྫを掲載することで，表現の෯広さを示し，૑造ੑをഓうこと
ができるよう工夫しています。
また，作Ո作品や఻౷工ܳ，Ոఉで作品を০っている様子などを掲載する
ことで，題材と，৬業やੜ׆とのؔ࿈を示しています。ʢୈ � ߸ʣ

શ ൠ

。して行うことで，ຬ଍感やୡ੒感をಘらΕるような題材を設定していますྗڠ
また，ޓいの作品や׆ಈについて，ͦΕͧΕのҧいやよさを࿩し߹い，認
め߹う׆ಈの様子をଟく掲載しています。ʢୈ � ߸ʣ

શ ൠ

਎のճりの材料や自વに਌しΉ造形׆ಈを௨して，自વのよさをମ感でき
る׆ಈを掲載しています。ʢୈ � ߸ʣ

શ ൠ

೔ຊの఻౷文ԽにؔΘる題材を取り্げ，࣮ࡍに表現ɾ鑑賞することでͦ
のよさをਂくཧղできるように工夫しました。ʢୈ � ߸ʣ

શ ൠ

教科書ඒज़ؗ
෯広い知識と教ཆを਎に付け，๛かな情ૢをഓうことができるよう，఻౷
文ԽをؚΉଟ様な造形を取り扱うページを設けています。ʢୈ � ߸，ୈ � ߸ʣ

�・� ্ Q����
�・� Լ Q����

ͻΒΊ͖ϙέοト
෯広い知識と教ཆを਎に付け，๛かな情ૢをഓうことができるように，造
形的なࢹ఺で形や色などを見付けるヒントとなるようなページを設定して
います。ʢୈ � ߸ʣ

�・�্ Q������
�・�Լ Q������

ਤը࡞޻の
ͭな͕Γ�ͻΖ͕Γ

஍Ҭでの׆ಈを掲載し，自ଞのܟѪとྗڠをॏΜじ，ओମ的にࣾձの形੒
にࢀ画するଶ౓をཆうことができるようにしました。また，ฏ࿨やڥ؀と
造形とのؔΘりを示して，ੜ໋をଚͼ，自વをେ੾にし，ڥ؀のอ全にد
༩するଶ౓をཆうことができるよう工夫しました。ʢୈ � ߸，ୈ � ߸，ୈ
� ߸ʣ

�・�্ Q������
�・�্ Q������
�・�্ Q������
�・�Լ Q������
�・�Լ Q������
�・�Լ Q������

ΈΑ͏ͯͬ࢖
材ྉと用۩

材料と用具についての෯広い知識を学べるようページを構੒しています。
また，インターωットの׆用やஶ作ݖについて学べるページを設け，ਖ਼ٛ
と੹೚をॏΜじ，ݸਓのՁ஋をଚॏするଶ౓をཆうことができるよう工夫
しています。ʢୈ � ߸，ୈ � ߸，ୈ � ߸ʣ

�・�্ Q������
�・�Լ Q������

খத઀続ϖʔジ
図画工作科での学ͼをৼりฦり，෯広い知識と教ཆを਎に付け，๛かな情
ૢをഓうことができるよう配置しています。ʢୈ � ߸ʣ

�・�Լ Q������

ಛผ支ԉ教ҭへの഑ྀ
全ての児童が౳しく学べるように，ΧラーϢχόーαϧσβインの؍఺からฤमを行うなど，ಛ別ࢧԉ教ҭの؍఺に配慮しています。

ಓಙとのؔ࿈
教科書全ମを௨して，つくりだすتͼをຯΘいながら，美しいものやਸߴなものをଚॏする৺をҭΉことや，友だちとཧղし߹うこと，Ո଒
や学ߍのਓʑをܟѪすること，զがࠃやڷ౔の఻౷と文Խをେ੾にすることなどとؔ࿈を図るとともに，ಛにಓಙとのؔ࿈があるページにつ
いては，Ϛークを用いて示しています。

*$5 用׆
σジタϧϚークを付けた題材では，*$5 を׆用して学習をޮՌ的にਐめらΕるように，ฐࣾ΢Σϒαイトにίンςンπを用ҙしています。

�. 上هͷ߲ࣄࡌهҎ֎に特に意を用いた点や特色
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؀
かん

や҆શڥ ҆৺などࣾձの໰୊を考えよう。
どんなֶߍやொになったら Έんながָしく޾せにくらせるかな。
ઃܭਤや໛

も

。でఏҊしようܕ

΍৭のಛͪΐ͏をとΒえܗいʹ合͏ئ
く;͏してつくるɻ

ࣾձの໰୊なͲ͔Βओ୊をࢥいつき
఻えるܗ΍৭ ํ๏をߟえるɻ

学ߍ΍ொͮくりをܭըしたり ఻え合っ
たり͢ることʹऔり૊Ήɻ

ըしܭやொͮ͘りをߍいをこΊたֶئ 表したりൃ表したりする。

Έんなのসإをࢥい͏͔΂てࣗ෼たͪ
の学ߍ΍ொのະདྷをߟえていたΒ と
てもେ切なことʹࢥえてきたΑɻ

切らないようにしよう。
つくった෦඼がແくならないように
まとめてอ؅しよう。

を生かすといいね。
思いや願いを伝える
にはどんな形や色に
らいいかな。

自然が豊かで空気もきれいだったころのようになればいい

と思い 社会で習った古墳の形の学校にしました。

災害などを気にせずに農作物を育てられるよう

にビニルハウスの中にある学校にしました。

ようになっているなど 水を再利用することができる 環境にやさしい学校にしました。

ָしいڕΤίֶߍ
［高さ38cm
色セロハン 綿 PE  など］

➡ 前ํޙԁ෿
;ん

［高さ10cm／

色画用紙 綿 など］

➡

দֶߍ
［高さ23cm／

 など］

扌

ۜՏを૸るిंのֶߍ
［長さ180cm／
箱 色画用紙
はり金 紙ねん土 など］

➡

［84×119cm／アクリル板
扌 ະདྷのわたしたͪのொ

［180×270cm／絵の具 紙ねん土］
扌

まとめていこう。

ਫをେ切にする
。がいいなߍֶ

どんな材料を使うと
ਫを表ݱできるかな。

ਫにؔ܎するような形が
Ͷ。Έんなにؔ৺をもっ
らえるような形にしよう。

材料のಛͪょうをੜかして使おう。

ࣸਅの্からֆにかいて表してもいいͶ。 Έんなでະདྷのொを考えて ஍いきのਓにもઆ໌しました。

。力してつくろうڠ

かん単なֆにかいて
まとめると 考えが
੔ཧできるͶ。

授業の進め方が分かりやすい教科書
各題材ページでは，子どもたちに伸ばしてほしい資質・能力を明確にするとともに，資質・能力を発揮す

るためのヒントを多く掲載しています。また各巻にオリエンテーションを設け，どのようなことを学ぶのか，
教科書をどのように使えばよいのかを，児童，保護者とも共有できるよう示しています。

❶ 学習のめあて
各題材の冒頭に，題材で何を学ぶのかが分かるように，学習
指導要領の目標を基にした「学習のめあて」を示しています。
先生と子どもがめあてを共有し，学習に取り組むことができる
とともに，学習の振り返りでもめあてを確認することができます。

❹ きをつけよう・かたづけ
安全に活動できるよう，注意事項について「きをつけよう」で示
しています。また，材料の有効利用や再利用について「かたづけ」
で示しています。

❺ 活動の後で
学習指導要領改訂の趣旨を踏まえ，活動の終
わりに，題材での学びを振り返り，次の学びへ
生かそうとする子どものつぶやきとして，「学びに
向かう力，人間性等」を示しています。

❸ 情景写真と
作品例

・実際の授業で撮影
された情景写真は，
資質・能力を発揮す
る生き生きとした子
どもの姿を示し，授
業の流れや学びの
プロセスをつかむこ
とができます。

・全国の子どもがつ
くった作品例は，一
部を拡大したり，吹
き出しで子どもの考
えたことを掲載した
りし，発想や構想，
工夫を読み取りやす
くしています。

❷ キャラクター
子どもの活動と〔共通事
項〕を結び付け，学び
を促します。

▲ 5・6 下 p.46-47「ドリーム・プロジェクト」

… 知識及び技能

… 学びに向かう力，人間性等

… 思考力，判断力，表現力等

形や色の世界を広げる ちろたん

1. 編修上特に意を用いた点や特色

編  修  趣  意  書
（学習指導要領との対照表）

˞डཧ൪߸ ֶ ߍ ڭ Պ छ ໨ ֶ ೥

３０- ５３ 小学校 図画工作 図画工作 ５・６年
の൪߸ɾུশऀߦൃ˞ ߸ɾ൪߸هՊॻのڭ˞ Պॻ໊ڭ˞

１１６ 日文 図工 ５０３
図工 ５０４

図画工作５・６上 見つめて 広げて
図画工作５・６下 見つめて 広げて

❶

❷

❸

❸

❺

1
ಛ ৭

／箱，ボール紙，
テープ

魚の形をした学校です。中にプールがあります。いらなくなった水を花にやることができる

࿩し߹いながら，ݴ༿やϫークγーτに

箱，色画用紙，ストロー，ポリぶくろ，はり金

スクール

箱，だんボール，

作඼を使って，Έんなにࣗ෼のئいをプレθンテーγϣンしよう。

オーγϟン・Πζ・クラスルーϜ

❹
ΧッターφΠϑなどで手を

一人一人のアイデア



はり金の先はするどくとがっていて 目にささるなどの
きけんがある はり金を切ったら すぐに先を丸めるよ

◦

◦あまり強度を必要としないものに使う

◦
	 強度もある

は）

はり金の仲間

ペンチとラジオペンチ

ペンチ ラジオペンチ

はのおくで切る

はり金を切る

はり金を曲げる

はり金を2本いっ

はり金をつなぐ

はり金を丸いぼう

はり金をまく

62

かΜ৆する׆ಈ

ཱମに表す׆ಈ

ಈ׆ಈ଄形༡ͼをする׆作に表す޻

ֆに表す׆ಈ

思いを఻えるϓϨʔτやか͟り，ϙελʔをͭ͘る。

切りこΈのつくりํ

板のあつさ
に߹わせて，
は͹のҹを
つけておこ
う。

ిಈࢳのこ
͗りで，ͣ
れないよう
に切ろう。

⁞

 

30 はりۚやϖϯνにͭいては��ϖʔδも見てΈΑう。

34 35

౦ւಓޒर࣍ࡾ೭಺	ݪו	໷೭ઇ
［25 1 m×37 3 m／ଟ色໦൛ 18 3 ろ 
౦ژ౎ށߐ౦ژത෺ؗଂ［౦ژ౎］ Վ઒ ޿ॏ［ 79 ʙ18 8］

扌

γンάス・ΧϜ・アύーτ［ 2 9× 7 8cm／写真］ 012 ου ϚクϨ ン［Χφμ 97 ʙ］扌

෼͚Δόϥόϥʹͨ͠Γ ੾ΓऔͬͨΓɻ
෼͚ͯΈΔͱ
ͲΜͳܗ΍৭͕ͯ͑͘ݟΔ͔ͳɻ

T dd M L l  A l R t  R d

にೖりのものやؾ͓ ͩΘっているもの

৺にとまったものなͲを表している作品が

あります そのものの形や色のಛͪょうを

ੜかしたり ͵きग़したりと 表しํもそ

れͧれです ͲのΑうな思いで表したので

しょうか 作品を見ながら 作ऀの思いを

感じましょう

のためにかかれたڀݚྨە ઍまいのه࿥のうͪの� いです ೆํはさ ざまなֶ໰に௨じ
ࣗらूめたଟくのه をもとに す れたڀݚをߦいましたେ޷きなిंを ਖ਼面からしきつめるように いています ৽しいిंが るたびに紙をつなげてかき していたそうです

（ं෦෼）［3 2× 5 7 ／紙 ͑ ච ボ ϖン 色 んච］ 99 ͝ろ ݸਓଂ ຊԬ ल ［ฌݝݿ 9 8 ］扌
೔ϊ඿Ҩ੻ग़౔のಈ෺౔ۮ
［長さ5 6 ／ ねん土］ೄ ࣌୅
വཱؗࢢ ෺ؗଂ［๺ւಓ］

扌

まな板の্にஔいた౾෗ ম౾෗ ༉あげ
をかいています ౰時まͩなじΈのうす
かった༉ֆというものをଟくの に஌って
もらうために ਎ۙなものをえ いたとい
われています

౾෗
［ 2 5× 5 3 ／༉࠼］ 8 6 8 7
金౛ൺཏٶଂ［ ઒ݝ］
高ڮ ༝ ［౦ ౎ 8 8 89 ］

‏

ʮྨەਤේ より	［2 7× 0 0 ／ϖン 絵の具 1 1 Պֶത෺ཱؗࠃ  ［౦ ౎］ 
   ೆ ］ೇ۽ ํ Վݝࢁ 8 7 9 1］

扌

］ܘ 65 ×2 1 1 ／板࠼ ］966

౦ ᥁ज़ ֶଂ［౦ ౎  খ૔ ༡ُ［࣎լݝ 18 5 0 0］
扌

୊໊ෆ ［໌ 6 ×20 5 ／紙 Πン ］951
ݭ۽ழࢢُؙ ࿠ݱ୅ඒज़ؗ ［߳઒ݝ］
ழݭ ۽ ࿠［߳઒ݝ 1 02 9 3］

扌 ࠿༿দのຍޒ ໏ʮうͣைʯ
［໦の高さ 0 ］
ਪఆथ 50 ೥
ඒज़ؗଂ࠿ຍٶେࢢ·͍ͨ

［さ͍ͨ ［ࢢ

➡

というおぼうさんがかわいܙ໌
がっていたݘを 木でほってつ
くったものです

	ݘࢠ
［高さ 5 5 ／໦଄࠼色］
ࡒ૔࣌୅ ॏཁจԽח
高ࣉࢁଂ［ ［ࢢ
఻ ୷ ［ 1 3 2 6］

扌

ઊ
［ 2 ×15 0 ／板 ༉࠼ 19 1

්ਓ೭༑ࣾଂ
୩ क۽ ݝෞذ］ 8 0 97 ］

➡

］ࠨ 0× 3 ／ボ 紙 絵の具］
ӈ［ 0×̓ ／ボ ル紙 絵の具］
඼࡞ಐࣇ

扌

ຍ࠿とは 木や૲をはͪなどに২えて
え Ϳりなどを੔え す͹らしい木のす
が をつくりあげたものです このຍ࠿
は うͣをまいたΈきの෦෼がすさまじ
い ྲྀをࢥわせるためʮうͣை という
前がつけられました

਎ۙͳ΋ͷΛͭݟΊͯ

© h  M MO A F d i
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学びを支える教科書 子どもたちが安心して意欲的に学ぶことができるように工夫しました。

思わず形や色に働きかけたくなる教科書
⇒ 造形的な見方・考え方を深められるよう，身の回りのものから美術作品まで幅広く取り上げたページを設けています。

特別支援教育・ユニバーサルデザインに対応した教科書
⇒ 特別支援教育や色覚特性などの観点から，紙面デザインを検証しています。

1

3

▲ 5・6 上 p.2-4 教科書美術館「身近なものを見つめて」

●対話をしながら学びを深めていくことができます。

● 5・6 上では「分ける」ことで，新しい形や色が見付けられることを示し，身
の回りのものへ造形的な見方で働きかけたくなるよう工夫しています。

5・6 上 p.34-35 ひらめきポケット「分ける」▶

●学年に合わせ，文字の大きさを調整しました。

●色覚特性の有無にかかわらず，誰もが見やすく見
分けやすい配色によるデザインになっています。

●題材名は見やすく，かつ楽しく取り組めるようデ
ザインされています。

材料・用具について分かりやすく丁寧に学べる教科書
⇒ 巻末の 8 ページに，材料や用具についての特設ページを設けています。

2

●題材で使う主な用具についてアイコン
で示すとともに，関連のあるページへの
リンクを記載し，用具の安全な使い方や，
材料について学ぶことができます。

◀ 5・6 上 p.30-31「立ち上がれ！ワイヤーアート」

▼ 5・6 上 p.20-21「糸のこスイスイ」

◀ 5・6 上 p.62 使ってみよう 材料と用具

●題材ページにおいても，基本的な仕組
みやつくり方について，イラストで丁寧
に示しています。

2
ಛ ৭

うにしよう。ビニルテープをまいておいてもよい。

ビニルタイ

モール

カラーアルミはり金

はさむところ

切るところ（
4

アルミはり金
やわらかく，手でかん単に形を変えること
ができる。ペンチでも切りやすい。

同じ太さのアルミはり金よりもかたく，

スチールはり金

アルミはり金

ペンチは，はり金を切ったり曲げたりする時に使う。ラジオペンチは先
が細くなっているので，細かな作業がしやすい。

4

はり金の先を曲げる時は，
ラジオペンチを使う。

はり金をペンチでおさえ，
手で曲げる。

しょに，引っぱり
ながらよじる。

などにまきつける。



ࠤ
͞

ഢ
いき

ܙւのࢁ
ΊぐΈ

まん͞いห
΂ん

౰ʦେ෼ݝʧ

まͪにདྷてくれたਓによろこんでもらお
うと，஍いきのಛ࢈඼を使ったห౰を
考えました。ห౰のよさが఻わるように，
ύッέージやチラγもつくりました。

ࣗ෼たͪでͭ͘った
もΑうのࢴを͓࢖う。

カーυをつくって

ここの৭の
૊Έ߹わせが
おもしろいな。

なら΂てݟると
ͪがったײじに
。えてくるͶݟ

できたもようをなら΂ると
どんなײじかな。

୹Վは くͭͻもを݁ͼ௚す༷ࢠをදしていましたが 生き物のνϣウを

思いうか΂ました。βϫβϫとしているࡶとうの中で νϣウにޫが౰たっ

ているイϝ δです。୹Վから͡ײた空気に߹うように ۩ମతな形を࢖

Θずにදしています。ࡶとうはϐϦϐϦしていると思ったので҉い色にして

人のଟさを いろいろな色を͚ͭたビ 。をసがしてදしましたۄ

とうのதにあるࡶ （ޫ木
きの

Լ
した

	ཾ
たつ

໵
や

	作ʮつむじ෩ ここにありますʯを読んで）

［37×37cm／絵の具 ύス］
扌

2���೥にࡍࠃ
さい

࿈߹が࠾
さい

୒
たく

した，શてのਓが҆৺してくらせ
るようにさまざまな໰୊をղ

かい

ܾすることを目ࢦした目ඪです。
いろいろなࠃのਓがݟて෼かるようにσβΠンされています。

࣋ଓՄ
か

ೳ
のう

な։発目ඪ（4%(T）

։くとֆが
。えるんͩͶݟ

表ݱʹは

るਓʹϝοηージを఻えるྗ͕͋りま͢ݟ

ͲのΑ͏なࢥいを ΊてつくΒΕた࡞඼なの͔

てΈましΐ͏ݟを૝૾しな͕Βͪ࣋ؾのऀ࡞

ϐΧιのʮήル Χ と同じେ
きさの෍に ະདྷやฏ࿨΁
のئいを表すऔり૊Έ ੈ
քதのさまざまな஍いきの
Ճしていますࢀどもたͪがࢠ

ฏ࿨は৓ࢁから［ 49 3× 76 cm／絵の具 ೔ถڞಉ੡࡞扌

扌ήル Χ［ 49 3× 76 cm／༉࠼ 19 7

ιϑΟアԦ൲ཱࠃ ज़センλ ଂ［スϖΠン］
ύϒロ ϐ ι［スϖ ン  1 81 1 73］

ύϦのສࠃതらん でスペΠンؗの΁きը੍作をたのまれていたϐΧιは スペΠンのொήル
Χで രげきによってଟくのਓがࡴされたり きͣつけられたりした とを஌りました かれ

は の݅ࣄをओ୊にʮήル Χ を΁きըとして੍作しました ୹いؒظにたくさんのԼֆを
えがき 表ݱされたʮήル Χ からは ըՈのいかりや൵しΈが఻わって るようです

ΞϝϦΧのখֶੜのֆに
ͭなげてかきました ฏ࿨
やឺをେ੾にしたいとい
うئいを Ίています

ฏ࿨Λ
ͭͳ͛Δ
͔ͨͪ

தֶੜの時に ࢘޿ݪをडけた֐のඃ（രݪ）ര஄ࢠݪౡで޿
さんは ��೥Ҏ্ രυݪ Ϝのֆをかきଓけています ฏ࿨
のେ切さが࣍のੈ୅に఻わるようにとࢥいを めてかかれた作
は �ではࠓ ���まいҎ্になりました

� ���まいのݪരυーϜのֆ ݝౡ޿］࢘޿ ݪ 931 ➡

Ωッζ	ήル Χ［長࡚ݝ］

学びをつなげる教科書 学習を生活や社会とつなげ、学びが広がるよう工夫しました。

生活や社会，現代的課題と学びを関連させる教科書
⇒ 高学年の子どもたちの発達の段階や生活経験に合わせて，特設ページや題材を設けています。

他教科や他題材と関連付けて学ぶことができる教科書
⇒ カリキュラムマネジメントの実現を目指し，他教科や他題材との関連を図っています。

1

2

▲ 5・6 上 p.14-15 「心のもよう」

▲ 5・6 上 p.56-57 図画工作のつながり ひろがり
「形や色に思いをこめて」⇔社会の持続可能な発展

▲ 5・6 下 p.38-39「わたしの感じる和」⇔伝統文化▲ 5・6 下 p.54-56 図画工作のつながり ひろがり
「平和をつなげるかたち」⇔平和学習

社会に開かれた教育課程の実現を目指す教科書
⇒ つくったものを使ったり，学んだことを生かしたりし，社会とつながる事例を掲載しています。

3

▲ 5・6 下 p.36-37
図画工作のつながり ひろがり「美術館へ行こう」

●その他の教科との
結び付き
5・6 上 p.38-39

「ミラクル！ミラーステージ」
（理科）

5・6 上 p.46-47
「言葉から思いを広げて」
（国語科）

5・6 下 p.20-21
「音のする絵」（音楽科）

5・6 下 p.46-47
「ドリーム・プロジェクト」
（社会科）など

5・6 上 p.16-17「カードを使って」▲

3
ಛ ৭

●国語科の学習と関連させ，物語や詩
から発想する題材を設定しています。

●小さなカードに心のもようをかく活動と，
カードを使った鑑賞活動とを関連させ
て，学びを深められるようにしています。

●子どもたちの身近にある自然，伝統文化，社会の課題などと，図画工作との関わりを
示す事例を多く掲載しています。

◀ 5・6 下 p.42-43
「言葉から想像を広げて」

◀▼ 5・6 上 p.54-55
図画工作のつながり ひろがり

「地いきとつながる」
●発達の段階に合

わ せ，様 々な 他
者や社会集団と
図画工作を通し
て関わる事 例を
示しています。5・
6 年において，特
に地域の施設や
多様な人々との
交流を多く掲載
しています。

ʧݝでの͔ん൘ͮくりʦ෱Ԭߓړ

をങいにདྷてくれڕにདྷたਓがޫ؍ηンターではڕ׆にある۠ߍ
ます。Έんなによろこんでもらえるように，ߓړでとれるڕに;れた
りௐ΂たりして，ηンターのか΂にւのੈքを表しました。

ఏڙ ݝࢁ ज़ؗ © ઒ ॏ༤

Өࡱ ੴ௩ ݩ ྑ
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作඼に使われている
材料に;れられるૉ材
Ωϡ ϒ ή Ϝをしな
がらかん৆できるプレ
ΠΩϡ ϒなど かん৆
がָしめるさまざまな
Ωϡ ϒが༻ されて
います

෺をつくらͣにݐ ࠭඿そのものをඒज़ؗ
にしています ւからྲྀれ着くͻょうྲྀ෺
೾や෩がつくる࠭の໛༷も 作඼にݟえて
きます ݄には ͩれもがࢀՃできる γϟ
πア τలがあり す

ʮつるつるʮぐるぐる などの ϊϚτペから考えら
れた༡۩で༡΂る԰্ఉԂがあります

ΦϊϚτϖの԰্
౎ژ୎ʦ౦	౻ࠤ ��� ʧ ඒज़ݝࢁ ʦ ʧݝࢁ

あなた そΞʔτ
チΣ ジϣ ϑΝʦେؖຽࠃ
� �� ʧ ໄݝౡࣇࣛ
ౡア τの৿ʦࣛࣇౡݝʧ

෦԰のಛͪょうを手ざわりで表ݱした஍ਤで どん
な෦԰か૝૾しながら࿩をする とができます

さΘるখさなఉԂඒज़ؗ
౦ژ౎ఉԂඒज़ ʦ౦ژ౎ʧ

ア スτやඒज़ؗのํ
とい しょに つくったりか
ん৆したりするऔり૊Έが
あります ࣸਅは 紙ͩけ
を使ってΩϟンプをつくる
ですࢠಈの༷׆

଄形Ωϟϯϓ
2 �� ୔ア τڀݚॴ
े࿨ాݱࢢ୅ඒज़ ʦ੨৿ݝʧ

˔�தの༷ࢠを
�感じられるݐ෺
		金୔2 ඒज़لੈ ʦؗੴ઒ݝʧ

ʮΈる と つくる と をେ切にしている
どものためのඒज़ؗですࢠ ア スτが
どものࢠ ろにつ った作඼や ੈքのࢠど
もの作඼をݟたり ૑作ࣨで׆ಈしたりす
る とができます

඿ాੈࢢք Ͳもඒज़ ʦؗౡࠜݝʧ ࠭඿ඒज़ ʦؗߴ஌ݝʧ

ア Οスτであるか োがいがあるかにかか
わらͣ つくりたいという ࣋ͪのままに表
されたܳज़をలࣔするඒज़ؗݱ ͩれもが
ア τを௨じて それぞれのײじํをڞ༗で
きる৔ॴです

はじまりのඒज़ؗʦ෱ౡݝʧ

ඒज़作඼をখさなΧ υにしたもので さまざまな
作඼と;れ߹う とができます ඒज़ؗでのかん
৆のࣄ前ֶशにも使われます

ΞʔτɾΧʔυ
ʮかん৆ֶशิॿπ ル	あいύック より
Ѫ஌ݝඒज़ ʦ໊ݹ԰ࢢʧ

作඼をൺ΂て ているとࣅ
ろをさがす׆ಈ きな޷
作඼にϑΝンレタ を書く
ಈなど׆ 作඼やలらんձ
をかん৆する׆ಈが ��छ
ྨしょうかいされています

ΞΫςΟϰΟς ɾϒοΫ
ඒज़ࡍࠃཱࠃ ʦؗେࢢࡕʧ

ΞʔτɾΩϡʔϒ
෱ౡཱݝඒज़ ʦ෱ౡݝʧ

͞ΘΕるలࣔ

খֶੜをটき ඒज़ؗやボラン アのํとࣗ༝
にର࿩しながらか ৆ るऔり૊Έをしています

ϋϩʔʂ�ϛϡʔδΞϜ
ຈܳज़の৿ඒज़ࡳ ʦࡳຈࢢʧ

ΪϟラϦーτーΫ

ϫーΫγϣοϓ

͔ん৆をਂΊるಓ۩

いΖいΖなඒज़ؗ

はいߍになったখֶߍをվमしたඒ
ज़ؗ にすߍੜ�ਓとֶߍࡏのޙ
Έつくオόέの෺ޠが 作඼として
にలࣔされていますࣷߍ

ു�ాౡ੐ࡾ�
ֆຊと໦の実のඒज़ؗ ৽ׁݝʧ

ඒज़ؗは ࡞ をूΊ อͧんし ల
ん

ࣔ
じ

していま͢ また

࡞ のΑ͞を఻えるऔり૊Έ΍ ࡞ を௨してਓとਓをつな

げる׆ಈもしていま͢ Έな͞んも ஍いきのඒज़ؗのऔり

૊ΈʹࢀՃしてΈましΐ͏

美術館へ
行こう

˔�໺֎でのలࣔ

作඼に使われている
材料に;れられるૉ材
Ωϡ ϒ ή Ϝをしな
がらかん৆できるプレ
ΠΩϡ ϒなど かん৆
がָしめるさまざまな
Ωϡ ϒが༻ されて
います

ΞʔτɾΩϡʔϒ
෱ౡཱݝඒज़ ʦ෱ౡݝʧ

Өࡱ ੴ௩

あなた そΞʔτ
チΣ ジϣ ϑΝʦେؖຽࠃ
� �� ʧ ໄݝౡࣇࣛ
ౡア τの৿ʦࣛࣇౡݝʧ

˔�தの༷ࢠを
感じられるݐ෺感じられるݐ෺
		金୔2 ඒज़لੈ ʦؗੴ઒ݝʧ2 ඒज़لੈ ʦؗੴ઒ݝʧ

作඼にϑΝンレタ を書く
ಈなど׆ 作඼やలらんձ
をかん৆する׆ಈが ��छ
ྨしょうかいされています

はいߍになったখֶߍをվमしたඒ
ज़ؗ にすߍੜ�ਓとֶߍࡏのޙ
Έつくオόέの෺ޠが 作඼として
にలࣔされていますࣷߍ

ു�ాౡ੐ࡾ�
ֆຊと໦の実のඒज़ؗ

˔�˔�໺֎でのలࣔ໺֎でのలࣔ
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本教 科 書 の 特 色 表

教育基本法の遵守 ・教育基本法第二条に示されている教育の目標を達成し，教育基本法の考えが教科書全体に行き渡るよ
うに，題材の設定や作品，写真の選択，文章表現などについて十分に配慮しています。

学習指導要領の遵守

・学習指導要領に示された目標を受けて，全ての題材において，表現と鑑賞が一体的に学習できるよう
に配慮しています。題材は，学習指導要領を基に「造形遊びをする」「絵に表す」「立体に表す」「工作に
表す」「鑑賞する」の５つの分野に分け，活動の内容を把握しやすいように示しています。
・学習指導要領で示された目標に基づき，全ての題材において「学習のめあて」を示しています。
・〔共通事項〕について，教科書全体で取り扱うとともに，活動と〔共通事項〕を結び付けられるようキャ
ラクター（ちろたん）を設定しています。また，より造形的な視点で身の回りや社会をとらえることが
できるよう「教科書美術館」「ひらめきポケット」の特設ページも設けています。

発達の段階への配慮 ・それぞれの分野の中で，子どもの発達に十分配慮した材料や用具を取り扱っています。

配列・分量 ・地域や学校の実態に合わせて，題材を選択したり組み合わせたりできるよう工夫しています。
・題材での学びを次の活動へ生かせるよう，題材に系統性をもたせています。

主体的・対話的で
深い学びの実現

・オリエンテーションにおいて，「造形的な見方・考え方」やめあて，教科書の使い方を共有し，児童が
主体的に学習に取り組むことができるよう工夫しています。
・児童が自分の活動を振り返り深めることができるよう，全ての題材に「活動の後で」を設定しています。
・児童が考えを伝え合ったり，友だちと相談したりしながら造形活動を行う様子を紹介し，対話を通し
て思考力を働かせ，学びを深めることができるように工夫しています。
・児童が「造形的な見方・考え方」を働かせて，自ら表したいことやつくりたいことを見付けられるように，
題材の設定に十分に配慮し，オリエンテーション，特設ページを設けています。

社会に開かれた
教育課程・カリキュラム
マネジメントの実現

・オリエンテーションを設け，図画工作科で育む資質・能力について保護者や教科書を見る人たちと共
有できるよう工夫しています。また，図画工作で扱う身近な材料を紹介するページを設け，生活の中で
触れているものを図画工作の活動で活用できることを示しています。
・家庭に作品を持ち帰ったり，地域で活動したりする事例を掲載し，図画工作での学習が社会とつながっ
ていることを示しています。
・他教科と関わりのある題材を設定しています。

言語活動の充実
・発想や構想，鑑賞など様々な場面で児童がコミュニケーションを取りながら造形活動を行う様子を紹
介しています。
・作品コメントや，ワークシートを紹介し，形や色・言葉で思いを伝え合う活動を促しています。

伝統文化・多様性の尊重と
国際理解

・伝統文化に関わる作品を多く取り上げるとともに，伝統工芸について特設ページで取り上げています。
・外国の子どもの作品や，アール・ブリュットの作品を取り上げています。

社会の持続可能な発展

・持続可能な開発目標（SDGs）のロゴや，生命の多様性・共生に関連する作家作品などを取り上げ，社
会の持続可能な発展への関心を高める工夫をしています。
・題材ページ内の「かたづけ」において，材料の有効利用について触れています。
・自然材や再利用できる材料を使用する題材を設定し，環境問題への関心を高める工夫をしています。

家庭や地域・社会への関心 ・題材ページや特設ページにおいて，作品を家庭で使ったり，飾ったりしている場面を掲載しています。
・安全な社会や防災の観点を造形的に捉えた作品やデザインなどを紹介しています。

人権への配慮
・異学年での交流や地域での活動を紹介し，人との触れ合いや共生への意識を高める工夫をしています。
・互いの活動や表現を認め合う姿を数多く紹介しています。
・題材ページや特設ページにおいて、平和や人権に関わる作家作品やポスターなどを取り上げています。

デジタル教材の活用 ・児童の学びを深めるためのデジタルコンテンツを制作し，該当題材にはデジタルマークを示しています。
・別途デジタル教材を提供する体制を整え，学習効果をより高められるよう配慮しています。

特別支援教育への配慮 ・すべての児童が等しく学べるよう，カラーユニバーサルデザインに配慮して編修しています。
・拡大教科書を制作します。

判 型 ・A4判を採用し，作品や写真をより大きく見やすく，インパクトをもたせて掲載し，児童の興味・関心
を引き出す工夫をしています。

文字・印刷・製本

・当該学年以上の配当漢字には，すべてに振り仮名をつけています。
・文字は，児童に読みやすいよう開発された教科書体を使用しています。
・重さへの負担を軽減するため，軽量化した再生紙の中で最適の良質コート紙を使用しています。
・表紙は美しい光沢と耐水性のあるコーティングを施し，丈夫で水濡れに対しても耐久性があります。
・人体への影響が少ない植物性インキを用いて印刷しています。
・製本は約 30 カ所という細かい目を付けたミシン糸の中綴じで，見返しを付けているため開きやすくか
つ長期の使用に耐える堅牢な造本にしています。

基
本
事
項

現
代
的
・
社
会
的
課
題

そ
の
他

内
容
・
系
統
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頁 数 教科書の内容（5・6 上） 分野 学習指導要領の内容

2 - 4 教科書美術館 鑑 B 鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

5 - 7 オリエンテーション − −

8 - 9 絵の具スケッチ 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

10-11 あんなところがこんなところに見
えてきた 造 A 表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ

12-13 のぞいてみると 立 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

14-15 心のもよう 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

16-17 カードを使って 鑑 B 鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

18-19 形が動く 絵が動く 工 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

20-21 糸のこスイスイ 立 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

22-23 心に残ったあの時 あの場所 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

24-25 使って楽しい焼き物 工 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

26-27 まだ見ぬ世界 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

28-29 水から発見 ここきれい！ 鑑 B 鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

30-31 立ち上がれ！ ワイヤーアート 立 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

32-33 でこぼこの絵 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

34-35 ひらめきポケット − A 表 現 (1) ア，イ B 鑑 賞 (1) ア
共 (1)ア，イ

36-37 図画工作のつながり ひろがり − A 表現 (1) ア，イ，(2) ア，イ B 鑑
賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

38-39 ミラクル！ ミラーステージ 立 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

40-41 消してかく 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

42-43 わくわくプレイランド 工 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

44-45 光と場所のハーモニー 造 A 表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ

46-47 言葉から思いを広げて 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

48-49 わたしのいい形 立 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

50-51 ほり進めて刷り重ねて 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

52-53 伝え合いたい思い 工 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

54-55 図画工作のつながり ひろがり − A 表現 (1) ア，イ，(2) ア，イ B 鑑
賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

56-57 図画工作のつながり ひろがり − A 表現 (1) ア，イ，(2) ア，イ B 鑑
賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

58-65 使ってみよう 材料と用具 − A 表現 (2)ア，イ 共 (1)ア，イ

頁 数 教科書の内容（5・6 下） 分野 学習指導要領の内容

2 - 4 教科書美術館 鑑 B 鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

5 - 7 オリエンテーション − −

8 - 9 おもしろ筆 工 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

10-11 墨と水から広がる世界 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

12-13 ここから見ると 造 A 表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ

14-15 光の形 立 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

16-17 くるくるクランク 工 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

18-19 この筆あと，どんな空？ 鑑 B 鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

20-21 音のする絵 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

22-23 自然を感じるすてきな場所で 造 A 表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ

24-25 わたしの大切な風景 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

26-27 すてきな明かり 工 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

28-29 固まった形から 立 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

30-31 感じて 考えて 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

32-33 １まいの板から 工 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

34-35 ひらめきポケット − A 表 現 (1) ア，イ B 鑑 賞 (1) ア
共 (1)ア，イ

36-37 図画工作のつながり ひろがり − A 表現 (1) ア，イ，(2) ア，イ B 鑑
賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

38-39 わたしの感じる和 鑑 B 鑑賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

40-41 水の流れのように 立 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

42-43 言葉から想像を広げて 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

44-45 思い出のあの場所に 造 A 表現 (1)ア，(2)ア 共 (1)ア，イ

46-47 ドリーム・プロジェクト 工 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

48-49 未来のわたし 立 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

50-51 版で広がるわたしの思い 絵 A 表現 (1) イ，(2) イ 共 (1)ア，イ

52-53 図画工作のつながり ひろがり − A 表現 (1) ア，イ，(2) ア，イ B 鑑
賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

54-55 図画工作のつながり ひろがり − A 表現 (1) ア，イ，(2) ア，イ B 鑑
賞 (1)ア 共 (1)ア，イ

56-63 使ってみよう 材料と用具 − A 表現 (2)ア，イ 共 (1)ア，イ

64-65 小中接続ページ − −

● A 表現 (1) に関して
A 表現の全題材において，子どもたちが発想や構想していく情景写真を示しています。また，発想や構想のヒントとなる「ひらめき 
ポケット」を題材ページとは別に設定しています。
● A 表現 (2) に関して
A 表現の全題材において，子どもたちが材料や用具を工夫して使っている情景写真を示しています。また，材料や用具についての扱
い方を学べるよう，「使ってみよう材料と用具」を題材ページとは別に設定しています。
● B 鑑賞 (1) に関して
B 鑑賞の全題材で，子どもたちが造形的な面白さを感じ取り，自分の見方を広げている情景写真を掲載するとともに，表現題材におい
ても友だちの作品を鑑賞する様子を掲載しています。また，「教科書美術館」を題材ページとは別に設定しています。
●〔共通事項〕(1) アに関して
全ての題材にキャラクターを設置し，児童が見付けた形や色などについて認めたり，気付きを促す行為を提案したりする言葉を投げか
けることで，形や色などについて気付いたことが知識として定着するよう配慮しています。
●〔共通事項〕(1) イに関して
全ての題材に授業の初発問となるリード文を配置し，形や色から自分のイメージがもてるよう配慮しています。
●目標に関して
全ての題材において，「学習のめあて」を設定し，子どもたちと図画工作の目標を共有できるようにしています。

表の「学習指導要領の内容」は，学習指導要領第 7 節第 2 の内容を表す。A 表現 (1) は「思考力，判断力，表現力等」として発想や構想，A 表現 (2) は「技能」に関する項目を示し，アは造形遊びをする活動，イは絵や立体，
工作に表す活動に関する事項を示す。B 鑑賞 (1) アは鑑賞する活動を通して育成する「思考力，判断力，表現力等」に関する項目を示す。共 (1) は共通事項を示し，アは形や色などの造形的な特徴を理解するという「知
識」，イは自分のイメージをもつという「思考力，判断力，表現力等」に関する事項を示す。また表の「分野」について，「造」は造形遊びをする，「絵」は絵に表す，「立」は立体に表す，「工」は工作に表す，「鑑」
は鑑賞する活動を示している。

2. 対照表




